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第55回 高岡市   体 育大会 総 含開会式
ビーチボール競技 立 浪栄浩撰手の宣誓

会
長
就
任
に
あ
た
り

留

岡
市
体
育
堅

食

荒

井

公

夫

２
０
０
０
年
団
体
の
開
催

尽
力
さ
れ
た
塩
谷
孝

一
前
会
長

の
後
任
と
し
て
、
こ
の
度
五
十
六
年
も
の
輝
く
歴

史
と
伝
統
の
働
高
岡
市
体
育
協
会
の
会
長
に
就
任

い
た
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

戦
後
ま
も
な
い
昭
和
二
十
二
年
の
発
足
以
来
、

歴
代
の
会
長

・
役
職
員
は
じ
め
関
係
各
位
の
並
々

な
ら
ぬ
ご
尽
力
に
よ
り
、
年
々
充
実
発
展
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
市
内
企
業
の
競
技
部
の

休
廃
部
が
相
次
ぎ
、
少
子
化
に
よ
る
基
礎
的
な
競

技
人
口
の
減
少
な
ど
、
当
協
会
を
取
り
巻
く
社
会

的
環
境
は

一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

選
手
の
育
成
、
指
導
者
の
確
保
、
あ
る
い
は
各

種
競
技
会
の
開
催
や
協
力
な
ど
は
勿
論
、
こ
れ
か

ら
は
幅
広
い
年
代
の
方
々
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
課
題
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
高
岡
市
を
は
じ
め
関
係
諸
団
体
、

加
盟
団
体
の
方
々
に
は
倍
旧
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
十
四
年
度
評
議
員
会
は
、
三
十
九
加

盟
団
体
、
六
賛
助
団
体
の
代
表
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
表
彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
体
育

功
労
者
と
し
て
、
下
記
の
二
十

一
の
団
体

・

個
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

評
議
員
会
で
は
、
平
成
十
三
年
度
財
団
法

人
高
岡
市
体
育
協
会
事
業
報
告
、
収
支
計
算

書
、
財
産
目
録
等
の
審
議

・
承
認
の
後
、
下

記
の
と
お
り
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

公
務
ご
多
用
の
な
か
、
ご
出
席
賜
り
ま
し

た
橋
康
太
郎
様
よ
り
、
当
協
会
へ
の
激
励
の

言
葉
と
名
誉
会
長
ご
退
任
の
ご
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

次
に
、
永
年
、
本
市
協
会
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
塩
谷
孝

一
前
会
長
を
名
誉
会
長
に
、

谷
道
巌
前
副
会
長
、
本
保
菱
雄
前
副
会
長
、

豊
本
弘
前
副
会
長
を
相
談
役
に
推
戴
す
る
こ

と
と
し
、
特
別
功
労
賞
を
お
贈
り
い
た
し
ま

し
た
。

引
き
続
い
て
、
競
技
力
の
向
上
と
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
、
振
興
を
図
る
た
め

ま
た
、
将
来
に
向
け
て
競
技
力
の
維
持
及
び

向
上
の
た
め
、
特
に
ジ
ュ
ニ
ア
層
を
中
心
に

し
て
選
手
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
平
成
十

四
年
度
事
業
計
画

（案
）

・
収
支
予
算

（条
）

の
審
議
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

研
高
岡
市
体
育
協
会
賛
助
会
員
の
趣
意
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
本
年
度
も
当
協
会
の

事
業
発
展

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
ご
援

助
、
お
力
添
え
を
賜
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

表
彰
状
受
掌
者
懇
鞭
欝
轟
ソ
暫
■

吉
崎
　
克
文

（サ
ッ
カ
ー
協
会
）

ト
ナ
ミ
運
輸
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

高
岡
ビ
ッ
グ
ウ
エ
ー
ブ

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

北
陸
流
通
　
歌
式
野
球
部

高
岡
ク
ラ
ブ

（銃
剣
道
）

今
井
　
紀
夫

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

大
山
　
宏
司

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

舛
田
　
圭
太

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

大
束
　
忠
司

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

角
地
山
　
生
里
（レ
ス
リ
ン
グ
協
会
）

久
保
　
雅
紀

（レ
ス
リ
ン
グ
協
会
）

滝
田
　
　
悟

（パ
ワ
ー
リ
フ
テ
イ
ン
グ
協
会
）

安
吉
　
永ヽ
興

（パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
）

小
峯
　
秋
二

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
）

金
　
　
智
恩

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
）

竹
澤
　
浩
司

（自
転
車
競
技
協
会
）

感
謝
状
受
賞
者

．ｉ

林
　
　
信
正

（ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

小
林
　
逸
奉

（野
球
協
会
）

木
呂
場
久
子

（卓
球
協
会
）

中
村
　
　
彰

（柔
道
連
盟
）

関
口
　
　
謙

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

平
成
十
四
“十
五
隼
蔑
翻
闇
軍
■
■

名
誉
会
長

塩
谷

顧
　
問
佐
藤
南山
沼

参
　
与

立子
一

（前
高
岡
市
体
育
協
会
会
長
）

室
喜
心
（高
岡
市
長
）

半郵
弘

（高
岡
商
工
会
議
所
会
頭
）

成
敏

（高
岡
市
圭戻
不議
長
）

細
呂
木
六
良

（高
岡
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）

藤

井

　

　

孝

働

一島
岡
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
理
事
邑

横
田
　
安
弘

言
岡
市
体
育
指
導
委
員
協
議
〈〓母

多
田
　
慎

一
（高
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
）

相
談
役
谷
道
　
　
巌

金
剛
体
育
協
会
副
会
長
）

本
保
　
菱
雄

金
剛
体
育
協
〈不副
△〓長
）

豊
本
　
　
弘

金
刷
体
育
協
会
副
会
長
）

会
　
長
荒
井
　
公
夫

（三
協
化
成
佛
相
談
役
）

副
会
長
大
坂
　
昭
輔

（前
体
育
協
会
専
務
理
事
）

荒
井
　
武
夫

安

キ
ー
連
盟
）

宮
崎
　
外
行

宋

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
《０

宇

於

崎

　

弘

伏

木
海
陸
運
送
働
取
締
役
社
長
補
色

塩
谷
　
雄

一
（塩
谷
建
設
佛
代
表
取
締
役
社
長
）

専
務
理
事

佐
野
　
徹
郎

（陸
上
壷競
技
協
〈０

常
務
理
事

高
倉
　
正
和

ラ

フ
ど
〓
友

連
母

福
尾
　
博
志

宋

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
含

理
　
事
竹

田

　

　

進

（高
岡
市
教
育
委
員
会
体
育
保
健
課
長
）

↓木
倍
見
　
　
　
一悟
］
（働
高
岡
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
事
務
局
長
）

山
田
　
　
均

（高
岡
市
民
病
院
医
療
局
長
）

堺

　

一二
徳

宋
ビ
ラヽ
ト
ン
協
会

）

朝 1

平成14年 5月 18日 (土)
於 高 岡商エビル

士
口
市見
　
浩
二

（高
岡
法
科
大
学
助
教
授
）

椛
谷
　
詔
夫

爾
タ
カ
ギ
セ
イ
コ
ー
取
締
役
総
務
部
邑

駒
井
　
進

一

（陸
上
競
技
協
《こ

谷
内
　
浩
仁

（サ
ッ
カ
ー
協
〈０

福
田
　
宗
志

（柔
道
連
盟
）

京
田
　
和
男

宋
ド
ヽヽヽ
ン
ト
ン
協
全

関
　
　
清
嗣

（水
泳
協
台

主
白一多
　
　
進

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

二
谷
　
憲
行

父

キ
ー
連
母

魚
谷
美
佐
栄

（
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
）

内
多
君
智
世
子

ぞ

―
チ
ボ
ー
ル
運
盟
）

藤
井
　
秀
盛

喬
岡
市
小
学
校
体
育
行
事
委
員
全

大
道
　
真
琴

（高
岡
市
中
学
校
体
育
連
盟
）

浦
上
　
　
樹

（高
同
地
区
高
等
学
校
体
育
連
盟
）

監
　
事
能
金
　
宏
司

（弓
道
連
盟
）

中

　

　

賓

ラ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
含

事
務
局
専
務
理
事
　
　
　
　
佐
野
　
徹
郎

事
務
局
長
　
　
　
　
阿
実
　
正
夫

ス
ポ
ー
ツ
専
門
員
　
柳
沢
　
栄

一

事
務
局
員
　
　
　
　
竹
田
　
昌
代

各
加
盟
団
体
、
賛
助
団
体
の
連
絡

先
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
財

団
法
人
　
一局
岡
市
体
育
協
会
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

〒
九
三
三
ｒＯ
〇
四
四

高
岡
市
古
域

一
‐
八

（高
岡
市
民
体
育
館
内
）

性

〇
七
六
六
ユ
一六
‐五
三
二
五
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土
曜
っ
子
Ｓ
Ｃ
の
よ
さ
と
は

戸
出
西
部
小
学
校
　
岡
本
　
　
裕

昨
年
、
土
曜

っ
子
Ｓ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
る
に

あ
た
り
、
小
学
校
側
に
委
員

の
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
の
土
曜
体
業
に
向
け
て
、

私
自
身
過
ご
し
方
を
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
地
域
で
子
供
を
育

て
る
と

い
う
週
五

日
制
の
趣
旨
を
自
ら
実
践
し
よ
う
と

い
う
思

い
も
あ

っ
て
、
教
員
と
地
域

の
人
間
と
の
二

つ
の
立
場
か
ら
お
引
き
受
け
を
し
ま
し
た
。
様
々

な
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
手
探
り
状
態
で
ス

タ
ー
ト
し
た
土
曜

っ
子
Ｓ
Ｃ
で
し
た
が
、
第

一
期
六
回
を
無
事
終
え

て
、
私
な
り
に
感
じ

て
い
る
そ
の
よ
さ
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
子
供
を
想
定
し
て
活
動

が
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
土
曜

っ
子
Ｓ
Ｃ
に
は
、　
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
能
力

の
子
供
た
ち
が
や

っ
て
き

て
い
ま
す
。
準
備
段
階
で

一
番
問
題
に
な

っ

た
の
も
、
そ
う

い
う
技
能
差

の
大
き

い
子
供

た
ち
全
員
に
満
足
感
を
与
え
ら
れ
る
か
と

い

う
こ
と
で
し
た
。
第

一
期
は
陸
上
運
動
、
ラ

グ
ビ
ー
で
し
た
が
、
低

。
中

・
高
学
年
別
、

さ
ら
に
そ
れ
を

い
く

つ
か
に
分
け
た
グ
ル
ー

ピ

ン
グ
や
、
様

々
な
用
具
を
活
用
し
た
多
様

な
活
動

の
場
の
工
夫
な
ど
に
よ

っ
て
、
ど
の

子
も
十
分
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
に
、
学
校
体
育
と
は
違
う
活
動
が
体
験
で

き
る
こ
と
で
す
。
専
門
の
指
導
者
が
専
用
の

用
具
を
使

っ
て
、
動
き

の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

え
な
が
ら
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。
本
物
を
体

験
す
る
こ
と
は
、
そ
の
運
動
の
楽
し
さ
を
よ

り
深
く
味
わ
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
違
う
学

校

の
友
達
と
ふ
れ

合
え
る
こ
と
で
す
。

初
め
は
バ
ラ
バ
ラ

だ

っ
た
子
供
た
ち

も
、
活
動
を
繰
り

返
す
中

で
、
新
し

い
か
か
わ
り
が
生

ま
れ
て
き

て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
ト

ラ
ブ
ル
も
あ
る
の

）

で
す
が
、
集
団
行
動
や
対
人
関
係
を
学
ぶ
よ

い
場
に
な

っ
て
い
ま
す
。

あ
る
お
母
さ
ん
か
ら
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し

た
。

「う
ち
の
子
は
こ
こ
に
来
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
」
こ
れ
こ
そ
、

土
曜

っ
子
Ｓ
Ｃ
の
存
在
意
義
で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
。
ど
の
子
供
も
そ
ん
な
思

い
が
も

て

る
よ
う
、
私
た
ち
は
さ
ら
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
曜
っ
子
Ｓ
Ｃ
の
指
導
者
と
し
て

高
同
ジ
テ

＋
Ｚ
フ
グ
ビ
ー
　
本
川
　
　
透

私
た
ち
は
、
土
曜

っ
子
ス
ポ
ー
ツ
チ
ヤ
レ

ン
ジ
の
５
回
目

・
６
回
日
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー

を
指
導
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
と

い
う

ス
ポ
ー
ツ
は
、
残
念
な

が
ら
日
本
で
は
決
し
て
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

と
は

い
え
ま
せ
ん
。
ま
し
て
高
岡
と

い
う
小

さ
な
地
方
都
市
で
は
、
は

っ
き
り
言

っ
て
マ

イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
お
そ
ら
く
大
半

の

参
加
者
に
と

っ
て
、　
一
生
に

一
度
し
か
な

い

と
思
わ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
機

会
な
の
で
、
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
使

っ
て
存

分
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
主
眼
と
し
て
、

今
回
の
指
導
を
企
画
し
ま
し
た
。

企
画
に
あ
た

っ
て
は
、
参
加
し
て
く
れ
る

子
供
た
ち
が
、
心
か
ら
楽
し
い
と
思
え
る
よ

う
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
知
恵
を
絞
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
６
つ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
イ

ッ
ツ
ト
ラ
イ
」
、

「
ボ
ー
ル
集
め
」
、
　
コ

一

人

一
組
ボ
ー
ル
取
り
」
、

「
サ
ー
ク
ル
ボ
ー

ル
取
り
」
、

「
グ
リ

ッ
ド
パ
ス
」
、

「
キ

ッ

ク
コ
ン
テ
ス
ト

（
６
回
目
は
、
グ
リ

ッ
ド
パ

ス
２
）
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
、
他

の
球
技
に
は
な

い
、
ボ
ー
ル
を
手
で
持

っ
て

い
く
ら
で
も
走
な
こ

と
が
で
き
る
ラ
グ
ビ

ー
特
有
の
楽
し
さ
を

味
わ

っ
て
も
ら
い
た

く
て
、
最
後
の
３
０

分
を
ゲ
ー
ム
の
時
間

に
あ
て
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
子
供

た
ち
が
ラ
グ
ビ
ー
初

体
験
、
さ
ら
に
は
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

一

部
や
ゲ
ー
ム
で
は
コ

ン
タ

ク
ト
プ

レ
ー

（体
と
体
が
ぶ

つ
か
り
合
う
こ
と
）
が
あ
り

ま
す
の
で
、
け
が
を
し
な

い
か
と

い
う
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ざ
、
ふ
た
を
開
け
て

み
る
と
そ
ん
な
心
配
は
危
惧
だ

っ
た
と

い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
供
た

ち
は
、
み
ん
な
生
き
生
き
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
や
ゲ
ー
ム
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

中
に
は
、
闘
志
剥
き
出
し
で
プ
レ
ー
し
て
い

る
子
供
も

い
た
り
し
て
、
是
非
、
私
た
ち
の

ク
ラ
ブ

（高
岡
ジ

ュ
ニ
ア
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）
で
ラ
グ
ビ
ー
を
し
て
欲
し

い
と
感
じ
ま
し
た
。
と
に
か
く
１
０
０
人
近

い
子
供
た
ち
が
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
持

っ
て

元
気
よ
く
走
り
ま
わ

っ
て
い
る
姿
、
こ
の
姿

を
見
ら
れ
た
こ
と
が
今
回
の
大
き
な
成
果
で
す
。

こ
の
中
か
ら

一
人
で
も
多
く
の
子
供
た
ち

が
ラ
グ
ビ
ー
や
色

々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を

持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
が
広
が

っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
来
年

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ラ
グ
ビ
ー
の
Ｗ
杯
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
日
本
も
先
日
ア
ジ
ア
の
代
表

に
な
り
ま
し
た

（万
歳
！
）
。
サ

ッ
カ
ー
日

本
代
表
と
同
じ
ぐ
ら

い
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

土
曜
っ
手
え
ポ
ー
ツ
干
ゃ
し
ニ
ジ
事
業

！
多
く
の
競
技
で
蕎
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
人
国
減
少
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
に
よ
る
減
少
が
大
き
な
要
因
で
す
が
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
勉
強
に
時
間
を

費
や
し
、
子
供
が
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
参
加
す
る
割
合
の
減
少
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
完
全
学
校
週
５
日
制
で
自
由
時
間
と
な
っ
た
土
躍
日
を
活
用
し
、

第
１
期
の
走
る
ス
ポ
ー
ツ
、
第
２
期
の
派
ぐ
ス
ポ
ー
ツ
、
第
３
期
の
ボ
ー
ル
を
使

，
た
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
ス
ボ
ー
ツ
の
基
本
を
軸
に
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
、
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
に
ふ
れ
あ
う
機
会
づ
く
り
と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
好
き
に
な
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ

ト
ツ
に
親
じ
ん
で
い
け
る
力
を
養
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

この事業は、スポーツ振

興 くじの助成を受けて実

施 しています。
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一
、
昨
年
度
の
事
業

昨
年
度
は
、
ジ
ユ
ニ
ア
選
手
育
成
強
化
事
業
の

一
環
と
し
て
、
元
全
日
本
選
手
を
招
聘
し
、
小
学

生
を
対
象
に
技
術
講
習
会
を
開
催
し
た
。

ニ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
長
身
選
手
か
ら
直
接
指

導
さ
れ
る
こ
と

で
、

小
学
生
は
大
変
刺
激

を
受
け
、
感
動
し
た

よ
う

で
あ

つ
た
。
ま

た
、
主
要
な
大
会
が

終
わ

つ
た
２
月

に
開

催
し
た
た
め
、
対
象

を

６
年
生
中
心

に
し

た
こ
と

で
、
中
学
校

で
も

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ

ー
ル
を
続
け
る
動
機

付
け
に
も
な

っ
た
よ

う
で
あ
る
。

一
方
、
中
学
生
を
対
象
と
し
て
は
、
四
月
に
万

葉
杯
、
十
二
月
も
高
岡
杯
を
開
催
し
、
県
外
チ
ー

ム
を
招
い
て
の
試
合
を
行

っ
た
。

今
日
で
は
、
県
外
チ
ー
ム
と
の
練
習
試
合
は
日

常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
冠
杯
を
か
け
た
大
会

は
、
ゲ
ー
ム
の
質
を
よ
り
高
い
も
と
す
る
の
で
、

強
化
に
つ
な
が
つ
た
と
い
え
よ
う
ｏ

二
、
今
後
の
課
題

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
少
子

化
に
伴
う
ク
ラ
ブ
員
の
減
少
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
は
、
ク
ラ
ブ
間
の
統
合
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
も
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
の

特
色
で
あ
る
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
ク
ラ
プ
の
実
情
に
即
し
た
技
術
講
習
会
を

一）

行

っ
て
い
き
た

い
。
そ

の
際
に
は
、
と
や
ま
国

体
で
活
躍
し
た
地
元
メ

ン
バ
ー
を
活
用
し
た
継

続
的
な
指
導
を
行
え
た

ら
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
中
学
校

の
顧

間
は
必
ず
し
も
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
専

門
の
者
ば
か
り
で
は
な

い
の
で
、
今
後
は
指
導

者
を
バ
ツ
ク
ア
ツ
プ
す

る
体
制
の
確
立
や
指
導
技
術
講
習
会
も
開
催
し

た
い
。
さ
ら
に
、
小

・
中
学
校

の
連
携
を
強
化
す
る

た
め
、
小

。
中
学
生
合
同
の
技
術
講
習
会
や
指

導
者
講
習
会
を
計
画
的
、
継
続
的
に
開
催
し
、
小

・

中

一
環
指
導
を
目
指
し
た
い
。

昨
年
度
よ
り
、
月
に
２
～
４
回
の
合
同
練
習

会
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
は
、
小

・
中

・

高
の
一
貫
指
導
、
水
泳
選
手
数
の
拡
大
、
選
手

，

指
導
者
の
情
報
交
換
を
目
的
に
、
市
内
に
あ
る

４
つ
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
選
手
か
ら
優
秀

選
手
を
選
び
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
２
０
０
０
年
と
や
ま

国
体
の
強
化
策
の
一
貫
と
し
て
も
行
わ
れ
て
い
た
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
練
習
会
は
、
参
加
対
象
者

を
小
学
生
ま
で
に
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
１
０

０
名
余
り
の
選
手
が
参
加
し
て
い
る
。
選
手
に

と

っ
て
は
、
普
段
と
は
違
う
仲
間
と
練
習
が
で

き
る
こ
と
も
あ
り
、
互
い
に
刺
激
し
あ

つ
て
質

／）

の
高
い
練
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

中
学
生
の
競
技
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
県
内
の
勢

力
図
を
書
き
換
え

つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
小
学
生

は
中

・
高
生
に
な
っ
て
か
ら
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、

基
礎
的
な
練
習
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
力
を
蓄

え
て
い
る
。

こ
の
合
同
練
習
会
は
、
指
導
者
の
意
識
も
変

え

つ
つ
あ
る
。
と
か
く
、

「自
分
の
ク
ラ
ブ
の

選
手
を
強
く
ｔ
た
い
」
と
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、

今
は

「
水
泳
が
好
き
な
選
手
は
、
み
ん
な
強
く

し
て
あ
げ
た
い
」

「
み
ん
な
で
高
岡
市
の
選
手

を
育
て
て
い
こ
う
」
と
い
う
意
識
が
強
く
な

つ

て
き
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
指
導
者
は
、
指
導
方
法
や
選
手

の
状
態
な
ど
様
々
な
情
報
を
交
換

・
共
有
し
、
個
々

の
選
手
に
あ

つ
た
指
導
を
実
践
す
る
よ
う
心
が

け
て
い
る
。

し
か
し
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、

冬
場
の
練
習
場
所
の
確
保
に
は
苦
慮
し
て
い
る
。

現
在
、
冬
場
は
高
岡
総
合
プ
ー
ル
の
室
内
プ
ー

ル
と
休
業
日
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
プ
ー
ル

を
利
用
さ
せ
て
も
ら

つ
て
い
る
。
し
か
し
、
使

用
時
間
や
使
用

コ
ー
ス
な
ど
で
制
約
が
あ
り
、

夏
の
屋
外
５
０

ｍ
プ
ー
ル
が
使
用
で
き
る
時
の

よ
う
に
、
全
員

で
活
気

の
あ
る
練
習
が
で
き
な

い
た
め
、
必
ず
し
も
快
適
な
練
習
環
境
と
は
い

えゝ
な
い
。

今
後
も
、
各
方
面
と
協
力
し
課
題
を
解
決
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
練
習
会
で
育

っ
た
選
手
が
、

国
体
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
全
国
中
学
校
大
会
、

そ

し

て

国

際

大

会

で

活

躍

し

て

く

れ

る

日

が

く

る

こ

と

を

期

待

し
て
い
る
。
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戸
出
中
学
校
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
部
を
指
導
し
て

コ
ー
チ

中
　

　

賛

は
じ
め
に

部
員
全
員
が
中
学
生
に
な

っ
て
始
め
る

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
、
基
礎
練
習
の
習
得

に

”
近
道
“
は
な
い
。

地
道
に
反
復
練
習
を
積
み
重
ね
、
根
気
よ

く
続
け
る
こ
と
。
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
体
カ

や
能
力
に
応
じ
た
練
習
に
よ
り
個
性
を
引
き

出
し
部
活
動
の
楽
し
さ
と
伸
問
づ
く
り
を
基

本
に
指
導
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

目
標
を
立
て
て
の
練
習

「計
画
を
立
て
て
練
習
」
ま
ず
持

っ
て
い

な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
目
標
で
あ
る
。
目

標
に
よ
っ
て
練
習
内
容
が
変
わ

っ
て
く
る
か

ら
で
す
。

今
年
の
目
標
は
高
く
、

「北
信
越
大
会
に

勝

っ
て
全
国
大
会
に
出
場
す
る
」
を
合
言
葉

に
部
員
た
ち
は
、
夏
の
三
年
連
続
北
信
越
大

会
出
場
の
実
績
と
伝
統
に
さ
さ
え
ら
れ
、
昨

年
の
新
人
戦
を
勝
ち
進
み
春
の
北
信
越
大
会

を
経
験
し
て
い
る
。

全
中
に
出
場
す
る
た
め
に
は
、
何
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
日
標
意
識
を
も

っ

た
練
習
で
あ
る
。

練
習
し
て
い
る
の
は
自
分
た
ち
だ
け
で
な

い
こ
と
や
自
分
が
苦
し
い
と
き
は
、
相
手
だ

っ
て
苦
し
い
の
で
あ
る
。

”
練
習
は
う
ら
ぎ
ら
な
い
“
こ
と
を
知
っ
て

い
る
か
ら
毎
日

一
生
懸
命
練
習
に
励
み
、
伸

間
と
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
選
手
た
ち
は
、　
一

段
と
強
く
退
し
く
な

っ
て
き
た
と
思

っ
て
い

ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
が
大
切

自
分
た
ち
を
支
え
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の

人
た
ち

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
常
に
も

っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

特
に
保
護
者
会
の
協
力
と
理
解
が
部
活
動

を
盛
り
上
げ
選
手
た
ち
の
や
る
気
と
頑
張
り

の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

過
去
の
主
な
栄
光

県
選
手
権
大
会
優
勝

一
回
、
準
優
勝
三
同
、

北
信
越
大
会
準
優
勝
二
回
、
県
選
手
権

（新

人
）
大
会
優
勝

一
回
、
準
優
勝

一
回
、
県
体
優
勝
二
回
、
準
優

勝
三
回
等

今
年
度
は
、
既
に
北
信
越
大

会
と
中
日
本
大
会
の
出
場
が
決

ま
っ
て
い
る
。

今
後
の
課
題

今
年
の
生
徒
達
は
、
投
手
、

守
備
、
打
撃
等
三
拍
子
そ
ろ
っ

た
全
国
大
会
に
出
場
す
る
チ
ー

ム
に
成
長
し
た
と
思
っ
て
い
る
。

勝
負
は
時
の
運
と
も
言
い
ま

す
が
、
欠
け
て
い
る
所

（プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
に
う
ち
勝
つ
等
）
を

大
会
ま
で
に
鍛
え
て
ほ
し
い
。

勝
つ
た
め
の
必
要
条
件
と
し

て
思
う
こ
と
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
、
集
中
力

（瞬
時
の
判
断
が

試
合
を
左
右
す
る
）
洞
察
力

（相

手
の
や
る
こ
と
を
見
ぬ
く
）
等

顧
間
の
先
生
と
協
力
し
指
導
に
あ
た
り
た
い
。

最
後
に
、
次
世
代
を
担
う
ジ

ュ
ニ
ア
層
の

育
成
強
化
が
重
要
課
題
と
し
て
叫
ば
れ
て
い

る
昨
今
、
生
徒
た
ち
が
最
後
ま
で
部
活
を
全

う
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
を
続
け
て
欲
し

い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
素
晴
ら
し
い
多
く
の
方
々
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
機
会
が
あ
れ
ば
指
導
者
と

し
て
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と

の
喜
び

戸
出
中
学
校
　
中
井
　
宏
美

私
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
努
力
す
る

こ
と
の
大
切
さ
と
勝

つ
こ
と
の
喜
び
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

う
ま
く
な
り
た
か

っ
た
ら
、
人
の
五
倍
練

習
す
れ
ば

い
い
。
こ
れ
は
口
で
言
う

の
は
簡

単
で
す
が
、
実
際
に
行
動
に
移
す
の
は
と
て

も
難
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、

結
果
と
い
う
の
は
正
直
な
も
の
で
、
本
当
に

や
れ
ば
や
る
ほ
ど

い
い
結
果
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
逆
に
少
し
で
も
練
習
を
怠
る

と
そ
れ
も
す
ぐ
に
結
果
に
は
ね
返

っ
て
き
ま

し
た
。
努
力
を
続
け
る
と

い
う
こ
と
は
困
難
で
す
が

良
い
結
果
を
残
す
た
め
に

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う

こ
と
を
学
び
ま
し

た
。私
は

一
年
生
の
こ
ろ
は

今
よ
り
も
ず

っ
と
下
手
だ

っ
た
の
で
い
つ
も
ベ
ン
チ

で
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
い

ま
し
た
。
で
も
練
習
を
続

け
て
い
く
う
ち
に
少
し
ず

つ
試
合
で
使

っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
、
初
め
て

公
式
戦
で
先
発
出
場
し
て

勝

っ
た
と
き
は
本
当
に
嬉

し
か

っ
た
で
す
。

そ
れ
か
ら
は
勝
つ
た
め

に
は
何
を
す
べ
き
か
を
常

に
考
え
て
部
活
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
う
す
れ

ば
も

っ
と
上
の
プ
レ
ー
が
で
き
る
の
か
と
考

え
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

「
勝

つ
」
と

い
う
言
葉
に
は
相
手
に
勝

つ

と
自
分
に
勝

つ
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
自
分
に
う
ち
勝

っ
た
人
だ
け
が
人

の
上
に
立

つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。私
た
ち
の
目
標
は
富
山
県
で

一
位
に
な
る

こ
と
と
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。

昨
年
の
春
に
は
初
め
て
春
季
の
北
信
越
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は

一
回
戦
負
け
で

し
た
が
、
今
の
自
分
達
に
は
何
が
足
り
な
い

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
と
て
も

い
い
経
験

に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
、
戸
出
中
学
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
三

年
連
続
で
夏
季

の
北
信
越
大
会
に
出
場
し
て

い
ま
す
が
い
ず
れ
も
ベ
ス
ト
８
ど
ま
り
で
す
。

だ
か
ら
今
年
こ
そ
は
そ
の
壁
を
破
り
勝
ち
進

ん
で
い
き
た
い
で
す
。

自
分
達
の
持

っ
て
い
る
す
べ
て
の
力
を
出

し
切

っ
て
、
満
足
の
い
く
結
果
を
残
し
た
い

で
す
。

全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
向
け
て

戸
出
東
部
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

監
督
　
平
　
千
代
志

戸
出
東
部
サ

ッ
カ

ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

が
、
全
国
大
会
初
出

場

の
栄
冠
を
勝
ち
取

り
、
選
手
達
は
夢

の

東
京
読
売

ラ
ン
ド
サ

ッ
カ
ー
場
に
向
け
て
、

希
望
と
期
待

で
加
を

い

っ
ぱ

い
に
ふ
く
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。

先
日
行
わ
れ
た
北

信
越
大
会

で
の
優
勝

に
よ

っ
て
選
手
達
は

自
分
達

の
サ

ッ
カ
ー

に
自
信
が
も
つ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

初
戦
突
破
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
来
ま
す
。

こ
こ
で
選
手
達
の
気
持
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

優
勝
候
補
の
柏
レ
イ
ソ
ル
の
グ
ル
ー
プ
だ

け
ど
、
み
ん
な
の
気
持
ち
を

一
つ
に
し
て
優

勝
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
き
ま
す
。
本
田
佑
馬

ぼ
く
が
フ
ィ
ー
ル
ド
に
立

っ
た
時
は
体
を

張

っ
て
プ
レ
ー
し
た
い
で
す
。
　
　
高
畑
祐
哉

自
分
の
役
割
を
し

っ
か
り
は
た
し
て

一
〇

〇
％
の
力
を
出
し
て
い
い
試
合
を
し
た
い
。

長
森
広
起

こ
の
大
会
に
向
け
て
た
く
さ
ん
練
習
を
し

て
き
た
の
で
そ
れ
を
生
か
し
て
全
日
本
大
会

で
は
優
勝
し
た
い
で
す
。　
　
　
　
川
越
康
嵩

初
め
て
の
全
国
大
会
に
少
し
緊
張
し
て
い

ま
す
が
自
分
が
チ
ー
ム
を
盛
り
あ
げ
て
い
き

た
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
筏
井
章
太
郎

い
ろ
い
ろ
な
県
代
表
が
＜
る
け
ど
負
け
な

い
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
前
か
ら
つ
め

て
ボ
ー
ル
を
奪
い
得
点
し
た
い
で
す
。膏
島
隆
晃

ま
だ
ま
だ
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
が
選
手
遣

は

一
人

一
人

一
生
懸
命
プ
レ
ー
す
る
事
を
誓

い
勝
利
を
目
指
し
て
心
に
残
る
夏
を
体
験
す

る
で
し
ょ
つヽ
。
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ストレッチングの
重要性

な
ぜ
、
い
ま
さ
ら
ス
ト
レ
ツ
チ
ン
グ
な
の

だ
と
思
う
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
長
年

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
を
や
つ
て
ま
い
り
ま
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害

（日
々
の
練
習
の
積
み

重
ね
に
よ
り
関
節
や
筋
肉
や
骨
を
痛
め
る
）

を
お
こ
す
原
因
の
大
部
分
は
、
筋
肉
の
柔
軟

性
の
低
下
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
筋
肉
が
か

た
い
の
は
体
質
で
ス
ト
レ
ッ
チ
ぐ
ら
い
で
は

改
善
し
な
い
と
考
え
て
い
る
選
手
が
多

い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
腰
が
痛

い
、
一肩
が
痛
い
、

膝
が
痛

い
と
い
っ
て
受
診
す
る
選
手
の
多
く

は
、
関
節
や
腰
そ
の
も
の
に
は
た
い
し
た
病

変
は
な
く
、
筋
肉
が
か
た
く
な

っ
て
い
る
た

め
に
体
の
動
き
に
無
理
が
生
じ
、
そ
の
結
果

あ
ち
こ
ち
の
痛
み
を
生
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
う
し
た
選
手
に

「
日
頃
ス
ト
レ
ッ
チ
は
し

て
い
ま
す
か
？
」
と
聞
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の

選
手
が

「
や
っ
て
い
ま
す
」
と
答
え
ま
す
。

そ
れ
で
は
、

「ど
ん
な
ふ
う
に
や
っ
て
い
ま

す
か
？
」
と
聞
く
と
、

「
エ
ー
と
」
と
い
つ

て
す
ぐ
ス
ト
レ
ッ
チ
の
姿
勢
が
と
れ
ま
せ
ん
。

た
と
え
ス
ト
レ
ツ
チ
の
姿
勢
が
で
き
た
と
し

て
も
、

「
で
は
今
ど
の
筋
肉
を
の
ば
し
て
い

る
の
で
す
か
？
」
と
聞
く
と
、
ま
た

「
エ
ー

と
」
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
完
璧
に
ス
ト

レ
ッ
チ
の
姿
勢
が
で
き
、
し
か
も
伸
ば
し
て

い
る
筋
肉
が
ど
れ
で
あ
る
か
が
意
識
で
き
て

い
た
と
し
て
も
、
自
分
に
見
合

っ
た
筋
肉
の

ス
ト
レ
ッ
チ
感
ま
で
理
解
で
き
て
い
る
選
手

は
非
常
に
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
し
て
体
の
ケ
ア
で
も

っ

と
も
重
要
で
あ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
に
関
し
、
こ

の
程
度
の
知
識
し
か
も

っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
は
大
変
な
げ
か
わ
し
い
こ
と
で
す
。
筋

）

肉
が
か
た
い
と
い
う
こ
と
は
、
筋
肉
の
中
を

通

っ
て
い
る
血
管
が
、
か
た
く
な

っ
た
筋
肉

に
よ
り
押
し
つ
ぶ
さ
れ
細
く
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
結
果
、
疲
労
産
物
で
あ
る
乳
酸
の
排
出

が
悪
く
な
る
と
同
時
に
、
筋
肉
の
疲
労
を
回

復
さ
せ
る
た
め
の
酸
素
の
供
給
が
十
分
に
行

わ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
筋
肉
は

慢
性
疲
労
の
状
態
と
な
り
、
せ

っ
か
く
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
が
あ
が

つ
て
こ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
大
も
も
の
前
や

後
ろ
の
筋
肉
が
か
た
く
な
る
と
、
し
ら
ず
し

ら
ず
の
う
ち
に
、
腰
の
姿
勢
が
悪
く
な
り
腰

痛
を
お
こ
し
た
り
、
ラ
ン
エ
ン
グ
の
際
に
滑

ら
か
な
ス
ト
ラ
イ
ド
が
行
え
ず
、
膝
の
痛
み

が
で
た
り
、
記
録
も
頭
打
ち
に
な

っ
て
き
ま

す
。
ジ
ャ
ン
プ
の
着
地
も
衝
撃
的
と
な
り
、

足
の
痛
み
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
当
然
、
肉

離
れ
の
危
険
も
高
く
な
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ

チ
は
練
習
の
前
後
に
、
個
々
の
ケ
ア
と
し
て

行
わ
れ
る
場
合
が
多
く
、
指
導
者
の
目
が
届

か
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
指
導
者
の

方
は
た
ま
に
は
体
の
硬
さ
を
チ
ェ
ツ
ク
し
、

ス
ト
レ
ッ
チ
の
方
法
が
正
し
い
か
否
か
、
ス

ト
レ
ッ
チ
感
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ト

レ
ッ
チ
を
行
う
う
え
で
の
注
意
は

働

反
動

を

つ
け
な
い
、
０

呼
吸
は
と
め
な
い
で
自

然
に
、
０

少
し
痛
み
を
感
じ
る
強
さ
で
、

四

３０
秒
間
程
度
同
じ
姿
勢
を
維
持
す
る
、

働

な
る
べ
く
全
身
を
行
う
、
０

単

一
の
筋

肉
毎
に
行
う
、
な
ど
で
す
。

図
は
大
も
も
の
前
と
後
ろ
の
筋
肉
の
か
た

さ
を
み
る
検
査
で
す
。
あ
お
む
け
に
寝
て
、

）

膝
を
伸
ば
し
た
状
態
で
、
お
し
り
が
浮
き
上

が
ら
ず
、
滑
ら
か
に
股
関
節
が
ず
に
な
る

ま
で
足
が
挙
上
で
き
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

う

つ
ぶ
せ
に
寝
て
、
膝
を
曲
げ
て
い
き
、
腫

が
お
し
り
に
滑
ら
か
に
接
触
す
れ
ば
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
で
き
な
い
場
合
は
筋
肉

が
か
た
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し

つ
か
り
行
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

太ももの後ろのかたさをみる

筋肉の硬さを

大ももの前のかたさをみる
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高
岡
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
は
昭
和

５６

年
に
設
立
さ
れ
、
昨
年

ｌｏ
月
に
２０
周
年
記

念
式
典
を
関
係
の
方
々
ご
臨
席
の
も
と
、
盛

大
に
行
い
ま
し
た
。

こ
の
間
、
高
岡
市
を
は
じ
め
高
岡
市
体
育

協
会
、
富
山
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
並
び
に

関
係
各
位
の
ご
指
導
と
ご
理
解
を
頂
き
な
が

ら
、
更
な
る
発
展
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ

い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
歴
史
は
、　
一
九
四
七
年

（
昭
和

２２
年
）
北
海
道
芽
室
町
の
鈴
木
栄

次
氏
が
考
案
さ
れ
、
最
初
は
子
ど
も
の
遊
び

で
し
た
が
、　
一
九
七
〇
年
代
か
ら
は
高
齢
者

を
中
心
に
爆
発
的
ブ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

組
織
も
幾
多
の
変
遷
を
経
て

一
九
八
〇
年

に
、
全
国
組
織
の
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

運
合
が
、
世
界
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
普
及

し
、　
一
九
八
五
年
に
は
世
界
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

連
合
が
誕
生
し
、
以
来
各
国
で
地
域
大
会
、

世
界
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
富
山
県
で
中
沖
知
事

・
宮
本
県

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
が
数
年
に
わ
た
り

誘
致
に
努
力
さ
れ
た
結
果
、
来
る
１０
月

１１

日
か
ら
略

日
ま
で
第
八
回
世
界
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
が
、
県
総
合
運
動
場
に
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

海
外
か
ら
９０
チ
‐
ム
、
国
内
か
ら
５０
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
素
晴
ら
し
い
競
技
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
す
。

）

当
協
会
か
ら
も
、
競
技
員
と
審
判
員

２５

名
が
研
修
を
重
ね
て
協
力
を
す
る
事
に
な

っ

て
い
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ

る
機
会
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
素
晴
ら
し
さ
を
見
て
頂
い
て
、
興
味
を

持

っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
高
岡
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
会
員

数
は
、
昭
和

６２
年
千
七
百
名
が
最
高
で
そ

の
後
は
残
念
な
が
ら
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
会
員
の
高
齢
化
に
伴
う
減
少
と

ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
化
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
こ
の
現
状
に
対
し
協
会
全
役
員
は

一
九
と
な

っ
て
若
年
層
を
開
拓
す
る
た
め
、

官
公
庁

・
会
社

・
各
種
学
校
に
呼
び
か
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
成
果
を
期
待
し
て
い

る
と

こ
ろ
で
す
。

ゲ

ー
ト

ボ

ー

ル
は

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ
ン

ス
ポ

ー

ツ

か
ら
始
ま

り
健
康

ス

ポ
ー

ツ
と

し
て
、
ま

た

技

術

力

・
作
戦

力
を
問
う

競
技

ス
ポ

ー
ツ
と
し

て
、
最
高
に
面
白

い

「
素
晴
ら
し
い
」

ス
ポ

ー
ツ
で
す
。

生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
是
非
と
も
ゲ
ー
ト

）

ボ
ー
ル
を
お
勧
め
し
ま
す
。

本
年
二
月
に
、
国
会
議
員
百
四
十
四
名
が

政
党
の
枠
を
超
え
て
集
ま
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
振
興
議
員
違
盟
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
振
興
を
通
じ
て
、

国
民
の
健
康

・
体
力
の
保
持
増
進
を
図
り
、

広
く
国
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
明
る
く

豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
近
い
将
来
に

は
国
民
体
育
大
会
の
正
式
種
目
に
な
る
こ
と

が
待
た
れ
ま
す
。

一
年
間
を
通
じ
て
各
種
競
技
大
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は

少
な
く
、
そ
の
大
半
は
、
庄
川
河
川
敷
緑
地

公
園
グ
ラ
ン
ド
が
会
場
に
な
り
ま
す
。

楽
し
い
競
技
大
会
に
す
る
に
は
、
会
場
の

除
草

・
草
刈
り

・
整
地
等
の
維
持
管
理
が
必

要
で
す
。

協
会
と
し
て
は
、
競
技
大
会
ご
と
に
役
員

の
手
を
掛
け
て
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

車
両
の
乗
り
入
れ
で
コ
ー
ト
が
荒
ら
さ
れ
、

そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

ま
た
競
技
大
会
に
は
、
数
百
名
の
選
手
が

参
加
す
る
た
め
、
衛
生
設
備
の
充
実
を
要
望

さ
れ
て
い
る
の
で
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得

て
善
処
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
を
ご
希
望

の
方
は
事
務
所
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

高
岡
市
本
丸
町
７
香
１
号

高
岡
市
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
協
会

性

２
８
１
２
２
４
８

銃
剣
道
追
盟
副
会
長
　
橋
本
　
峰
雄

平
成
十
二
年
に
開
か
れ
た

”
二
〇
〇
〇
年

と
や
ま
国
体
“
は
、
二
十

一
世
紀
を
目
指
し

た
歴
史
的
に
意
義
深
い
、
大
き
な
節
目
に
あ

た
る
大
会
で
あ

っ
た
。
真
に
、
国
民
の
ス
ポ

ー
ツ
の
祭
典
と
な
る
よ
う
な
綿
密
な
準
備
と
、

従
来
と
は

一
味
違
う
大
会
と
な
る
よ
う
銃
剣

道
運
盟

一
九
と
な

っ
て
企
画

・
運
営
に
取
り

組
ん
だ
。

さ
て
、
富
山
県
新
世
紀
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン

の
重
点
施
策
の
な
か
に
　
ル
二
十

一
世
紀
を

担
う
健
康
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
の
育

成
を
推
進
し
ま
す
“
と
い
う
施
策
が
あ
る
。

二
十

一
世
紀
で
活
躍
す
る
ジ

ュ
エ
ア
選
手
の

育
成
と
し
て
は
、
総
合
的
な
基
礎
体
力
づ
く

り
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
学
校
体
育
で
は
、
球

技

・
陸
上

・
体
操

・
水
泳

・
武
道
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
運
動
好
き
な

児
童

・
生
徒
を
育
成
す
る
よ
う
願
い
た
い
。

銃
剣
道
な
ど
の
優
秀
な
選
手
は
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
育

っ
た
選
手
が
多

い
。
社

会
教
育
の

一
環
と
し
て
選
手
の
育
成

・
強
化

を
考
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

選
手
の
育
成
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
を

含
め
た
科
学
的
練
習
法
を
積
極
的
に
導
入
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
科
学
的
練
習
法
は
、

身
体
に
無
理
を
与
え
ず
、
能
力
を
効
果
的
に

引
き
だ
し
、
理
に
か
な

っ
た
鍛
錬
は
、
選
手

寿
命
を
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。

銃
剣
道
連
盟
で
も
、
い
ま
述
べ
た
こ
と
を

ふ
ま
え
な
が
ら
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
の
育
成
強
化

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。



影
伏都麓
蜃
闘に
部

第
七
十
三
回
都
市
対
抗
野
球
大
会

（八
月
二

十
六
日
～
九
月
三
日

・
東
京
ド
ー
ム
）
に
伏
木

海
陸
運
送
野
球
部
が
は
じ
め
て
出
場
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

北
信
越
プ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
大
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
で
日
本
代
表
に

上
野
　
恵
梨
子
さ
ん

（高
岡
首
城
ク
、
本
津
小
６
）

七
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日
に
札
幌
市
で
行

わ
れ
た
フ
エ
ン
シ
ン
グ
の
全
国
少
年
大
会
で
、

小
学
生
女
子
の
部
に
準
優
勝
し
た
上
野
さ
ん
は
、

十

一
月
に
ド
イ
ツ

・
ハ
レ
市
で
開
か
れ
る
ケ
ー

ニ
ッ
ヒ
カ
ツ
プ
国
際
大
会
に
、
日
本
代
表
と
し

て
出
場
す
る
。
御
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

軟
式
野
球
で
全
国
大
会
出
場

一
般Ｊ
Ｍ
Ｃ
ク
ラ
ブ

（旧
日
本
重
化
学
工
業
野
球

部
）
は
、
七
月
二
十
六
日
～
二
十
八
日
に
行
わ

れ
た
北
信
越
大
会
で
優
勝
し
て
、
静
岡
県
磐
日

市
で
十
月
十

一
日
～
十
四
日
に
開
催
さ
れ
る
高

松
宮
賜
杯
第
四
十
六
回
全
日
本
軟
式
野
球
大
会

に
出
場
す
る
。
御
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

学
童定
塚
イ
ー
グ
ル
ス
は
、
高
岡
地
区
代
表
で
、

八
月
十
九
日
～
二
十
二
日
に
大
阪
舞
州
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
西
日

本
学
童
野
球
大
会
に
出
場
す
る
。

御
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

体協だより 平 成]4年8月

荒
井
新
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
が
大
幅
に
入
れ
替

わ
り
ま
し
た
。
競
技
力
の
向
上
と
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
普
及
、
振
興
を
図
る
た
め
に
、
加
盟
、
賛
助

団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
活
動
の
充
実

・

発
展
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

関
係
各
位
の
こ
指
導

・
こ
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

『あ
す
リ
ー
と
高
岡
』
第
二
十
号
で
は
、
活
動
の

一
端
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
こ
意
見
、
こ
要
望
等
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

高
岡
市
水
泳
協
会

高
岡
市
陸
上
競
技
協
会

高
岡
野
球
協
会

高
岡
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

高
岡
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
通
盟

高
岡
市
卓
球
協
会

高
岡
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

高
岡
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

高
岡
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

高
岡
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会

高
岡
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

高
岡
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ツ
ト
ボ
ー
ル
協
会

高
岡
市
相
撲
違
盟

高
岡
市
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟

高
岡
市
柔
道
運
盟

高
岡
市
剣
道
運
盟

高
岡
市
弓
道
運
盟

高
岡
市
ク
レ
ー
射
撃
協
会

高
岡
市
体
操
協
会

高
岡
市
自
転
車
競
技
協
会

高
岡
市
ア
マ
チ
ュ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
協
会

高
岡
市
テ
ニ
ス
協
会

高
岡
市
ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会

高
岡
市
銃
剣
道
運
盟

高
岡
市
ア
ー
チ
エ
リ
ー
協
会

高
岡
市
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会

高
岡
市
空
手
道
運
盟

高
岡
山
岳
会

小
馬
　
　
保

谷
道
　
　
巌

畠
　
　
起
也

石
灰
　
昭
光

渡
辺
　
辰
男

金
森
　
昌
義

佐
武
　
俊
作

八
箇
　
雅
男

福
尾
　
博
志

永
田
　
義
邦

示
森
　
　
昇

清
都
　
勇
之

宮
本
　
弥
生

金
作
　
利
正

江
嵐
　
賢
治

向
井
　
英
三

川
田
　
行
雄

谷
口
　
忠
敏

山
崎
　
義
平

山
沼
　
成
彼

青
山
　
純

一

宮
崎
　
甚

一

渡
辺
　
辰
男

高
嶋
　
義
尋

藤
本
　
勝
己

喜
多
　
良
明

宮
本
　
弥
生

森
　
　
修
作

樋
口
　
幸
良

駒
井
　
進

一

紺
谷
　
文
夫

野
竹
　
信
雄

山
本
　
清
行

堀
　
　
郁
夫

京
田
　
和
男

喜
多
　
　
進

小
木
　
芳
郎

鍋
島
　
遼

一

飯
田
　
　
融

柴
田
　
正
弘

中
尾
　
　
治

東
　
　
勝
則

福
田
　
宗
志

坂
井
　
　
旭

川
本
　
牧
雄

鷲
塚
　
和
久

油
井
　
　
裕

宮
田
　
豊
彰

麻
生
　
幸
雄

中
尾
　
英
昭

八
箇
　
章
介

会
長
兼
務

高
林
　
一
郎

見
津
　
栄
吉

島
　
　
久
雄

本
郷
　
潤

一

高
岡
市
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
イ
ン
グ
違
盟

高
岡
市
ス
キ
ー
運
盟

高
岡
市
セ
ー
リ
ン
グ
協
会

高
岡
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

高
岡
市
ス
ケ
ー
ト
運
盟

高
岡
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
運
盟

高
岡
市
ゴ
ル
フ
追
盟

高
岡
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
連
盟

高
岡
市
小
学
校
校
長
会
体
育
行
事
委
員
会

高
岡
市
中
学
校
体
育
追
盟

高
岡
地
区
高
等
学
校
体
育
追
盟

賛
助
団
体

高
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

高
岡
市
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

高
岡
市
民
本
こ
う
会

高
岡
市
体
育
振
興
会

高
岡
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会

高
岡
合
気
道
違
盟

横
田
　
安
弘

荒
井
　
武
夫

金
森
　
米
男

横
田
　
安
弘

二
上
　
桂
介

向
井
　
英
二

渡
辺
　
辰
男

宮
本
　
弥
生

藤
井
　
秀
盛

北
川
　
　
敬

高
森
　
　
勇

多
田
　
慎

一

宮
本
　
弥
生

西
田
　
　
弘

山
沼
　
成
敏

横
田
　
安
弘

高
田
　
政
公

吉
岡
　
茂
喜

二
谷
　
憲
行

越
田
　
哲
也

中
田
　
俊
雄

竹
本
　
俊
文

林
　
　
徹
雄

三
角
　
武
重

奥
村
　
　
隆

大
道
　
真
琴

浦
上
　
　
樹談童進脩議
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